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別 表 第 八 ２ Ç イ に 次 の よ う に 加 え る 。

à 器体の内部配線であつて、可動する部分に接続するものにあつては、可動範囲におい
て５秒間に１回の割合で1¶000回（往復で１回とする。）折り曲げたとき、配線が短絡せ
ず、素線の断線率が30％以下であり、附表第三の２の絶縁耐力試験を行つたとき、これ
に適合し、かつ、各部に異状が生じないこと。ただし、危険が生ずるおそれのないもの
にあつては、この限りでない。

別 表 第 八 ２ Ģ イ 中「送風装置が停止した状態において電熱装置に通電することができないこと。」 を

「Ë 送風装置が停止した状態において電熱装置に通電することができないこと。」 に 改 め 、 同 表 第 八

２ Ģ イ に 次 の よ う に 加 え る 。

ô 器体の内部配線であつて、可動する部分に接続するものにあつては、可動範囲におい
て５秒間に１回の割合で2¶500回（往復で１回とする。）折り曲げたとき、配線が短絡せ
ず、素線の断線率が30％以下であり、附表第三の２の絶縁耐力試験を行つたとき、これ
に適合し、かつ、各部に異状が生じないこと。ただし、危険が生ずるおそれのないもの
にあつては、この限りでない。

別 表 第 八 ２ Ḩ イ に 次 の よ う に 加 え る 。
ç 浴室に設置する電気乾燥機であつて、直接電源に接続される口出し線（より線のもの
に限る。）を有するものにあつては、当該口出し線は、次のいずれかに適合すること。
ａ 機器内又は機器に取り付けられた適切な仕切り空間に収まる構造であること。
ｂ 先端に棒状の端子をかしめてあり、差し込み接続器に接続できる構造であること。

別 表 第 八 ２ Ḩ ロ 中「適合すること。」 の 下 に「ただし、浴室に設置するものにあつては、上記に加え、
附表第三の６\の試験を行つたとき、これに適合すること。」 を 加 え る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

第 一 条 こ の 省 令 は 、 平 成 二 十 二 年 九 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該

各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 別 表 第 二 の 改 正 規 定 及 び 別 表 第 八 ２ D̄ ロ の 改 正 規 定 平 成 二 十 一 年 十 二 月 一 日

二 産 業 用 の も の に 係 る 別 表 第 八 ２ J̆ イ ò の 改 正 規 定 平 成 二 十 三 年 四 月 一 日

国 家 試 験

司法書士法第３条第２項第２号の規定に基づく認
定を受けた者の公告
司法書士法（昭和25年法律第197号）第３条第

２項第２号の規定に基づき簡裁訴訟代理等関係業
務を行うのに必要な能力を有すると認定した者の
氏名を次のとおり公告する。
平成 21年９月 11日 法務大臣 森 英介

293 道信 洋平 296 皆木由紀子
298 三宅 麻美 299 三宅 由実
300 宮原 理 301 三輪 誠
304 保岡 高志 310 山田 優作
311 山田 匡人 312 山田 晃史
313 山本健二郎 316 横松 莉奈
317 Ö田 清郎 321 渡 昌也
322 渡辺 豊 323 青木 一典
324 青木 健 325 青山 光男
329 安崎 統 331 石川 安澄

164 池田 岳大 166 石井 咲子
168 石井希臣子 169 石川千恵子
170 石川 輝雄 172 石羽澤奈央
174 板場 亮祐 177 稲本 貴美
178 井上 修平 179 井上 雅教
180 寺田 香織 182 今川 友和
183 岩’ 友里 184 臼井 真人
185 宇ˆ 亘 186 榎本 京子
187 榎本 貴弘 188 大坂谷扶美枝

189 大島由喜枝 190 大塚 修司
191 大月 敏靖 193 大室 史夫
195 岡田 理希 196 岡田 勇紀
197 尾形 壮一 198 沖 丈晴
200 小関 史郎 202 笠田 佑介
203 金田 瑞穂 204 上條 義宏
205 神野 史 206 河内 謙治
207 川島 雅彦 210 木下 雅美
211 木村 直志 214 金原 康樹
216 久保木純子 217 黒川 聡
218 河野 枝里 219 幸本 明子
220 小林 美咲 221 小林 裕真
222 小室 恭子 224 酒井 敦子
225 坂根 裕幸 228 佐孝 和則
230 佐藤 寿彦 231 佐原 正夫
232 椎名 俊典 233 塩足 昌弘
234 柴田 英和 235 柴田 慶一
236 清水 英明 237 菅沼 修司
238 鈴木 梨紗 239 鈴木 聡
240 関本 隆人 242 高木 慎吾
244 ˆ杉 保宏 245 高塚 操
246 ˆ橋 宏潤 247 ˆ橋 知規
248 ˆ橋圭一郎 249 瀧本 恭弘
250 竹内香代子 251 武重麻衣子
253 田中俊一郎 254 玉井洋二郎
256 茅根 成年 257 丁畑 博胤
258 當間 祥隆 260 内藤 春樹
264 中野 元 268 西尾 友里
269 西村 誠司 272 林 和宏
275 平田 進矢 276 福井 久子
277 福永 誠 280 古川 環
281 古川 信也 283 堀 泉
284 本田 廣喜 285 本田 誠
287 増田 紀子 288 松澤 愛子
289 松原 亮一 292 三浦 直美

受験地 東京
受験
番号 氏 名 受験

番号 氏 名

4 岡安 一雄 14 川添 磨
16 竹田 和義 18 滝口 敏雄
19 小松 義孝 23 加藤 和博
26 椋澤 正芳 28 米永 知則
29 山Ä 勉 33 本橋 直樹

34 原 修 36 植田 孝
40 末包真一郎 44 今 学
45 坂本 知昭 49 水野 将伸
50 米原 眞治 51 望月 貴史
53 村瀬 貴子 56 豊田 宏憲
57 渡 秀加 59 大滝 剛史
62 山Ä 誠 63 石丸 大樹
64 四方 直樹 65 大和 才丈
67 窪田 耕治 70 田口 暁子
73 本間 公貴 75 細井 良行
78 乾 まみ 79 村重 瞳
81 阪田 智之 82 山本 健詞
85 中田真紀子 89 三浦 美樹
91 鎌野 直美 92 落合 康人
93 山田 洋子 94 久保寺 寛
95 浮田 哲郎 99 鈴木 勲
100 木谷 光陽 101 谷岸 優美
102 仲村 幸子 103 矢嶋 靖裕
104 三浦 裕子 107 田代 啓太
108 渡邊 浩二 110 古城 健一
111 皆本 吉彦 112 森 昭文
115 岡野 祐一 116 山下 昭子
118 永田 翔 119 末永 出
120 牧野 正 121 玉木 宏幸
122 貞弘 翼 123 木田 隆宏
124 石川 洋輔 128 ˆ田 徹
129 吉川 貴行 132 中村 陽子
134 小池 清嗣 135 井出佐久子
136 簗場 拓司 137 井島 孝子
140 太田 秀人 141 新貝 直子
142 島田 弘 144 ˆ橋 圭
145 井上 元 147 手塚 優
149 大森 健 152 熊谷 健太
153 田中 讓 156 相澤 剛
157 明星 巌 159 浅野 晶子
160 阿部久貴子 163 粟飯原慎治

〇 外 務 省 告 示 第 四 百 七 十 二 号

日 本 国 政 府 は 、 平 成 十 五 年 十 一 月 十 四 日 に ワ シ

ン ト ン で 作 成 さ れ た 「 千 九 百 四 十 九 年 の ア メ リ カ

合 衆 国 と コ ス タ リ カ 共 和 国 と の 間 の 条 約 に よ っ て

設 置 さ れ た 全 米 熱 帯 ま ぐ ろ 類 委 員 会 の 強 化 の た め

の 条 約 （ ア ン テ ィ グ ア 条 約 ） 」 の 加 入 書 を 平 成 二

十 年 七 月 十 一 日 に ア メ リ カ 合 衆 国 政 府 に 寄 託 し て

い た と こ ろ 、 同 条 約 は 、 そ の 第 三 十 一 条 １ の 規 定

に 従 い 、 平 成 二 十 二 年 八 月 二 十 七 日 に 効 力 を 生 ず

る 。
な お 、 同 条 約 の 締 約 国 は 、 平 成 二 十 一 年 八 月 五

日 現 在 、 次 の と お り で あ る 。

ベ リ ー ズ 、 カ ナ ダ 、 コ ス タ リ カ 共 和 国 、 エ ル サ

ル バ ド ル 共 和 国 、 フ ラ ン ス 、 日 本 国 、 大 韓 民 国 、

メ キ シ コ 合 衆 国 、 ニ カ ラ グ ア 共 和 国 、 パ ナ マ 共 和

国 、 欧 州 共 同 体

平 成 二 十 一 年 九 月 十 一 日
外 務 大 臣 中 曽 根 弘 文
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